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金融工学が専門の私だが、リタイアを機に郷土の名君・上杉鷹山公の藩政改

革を、ファイナンス（財務・金融）面から定量的に分析しようと思い立った。 

以下を現代の経済感覚で理解するには、大まかに米１石＝金１両＝現在の 10

万円と換算すればよい。 

 

１．米沢藩の財政窮乏化 

江戸時代、全国諸藩の財政は対幕府出費（参勤交代と江戸藩邸経費、手伝い

普請）や凶作などで次第に窮乏化した。米沢藩の場合はそれに加え、120 万石か

ら 30 万石、15 万石（1/8）へ２度削封されたが家臣約６千人をほぼ維持したこ

とが（碌は 1/6 に）、財政窮乏化を加速した。 

1601 年最初の削封の際、上杉家家老・直江兼続は、30 万石を 50 万石まで増

収できると確信しており、水田開発や産業振興に努めた。結果 1638 年の検地で

は、実高（実際の石高）は 51.7 万石、後の米沢藩（15 万石）域は推定 25.4 万

石となった。さらに 1664 年（２度目の削封時）には 28 万石までに増加した。

しかし以上は無理に底上げされた実高で、農民には重税を課すことになり、か

つ藩財政も恒常的に赤字という状態だった。 

米沢藩には、1600 年代初めには貯え金が 40 万両程度以上あったと推察され、

それが財政窮乏化を緩和したが、100 年後の 1700 年頃に底をついた。その後借

金が積上がり、家臣からの借上げ（恒常化し実質減給）も始まった。農民への

課税も苛酷となり、1700 年頃 13 万人超あった米沢藩人口は 60 年頃に 10 万人弱

まで減少の一途をたどり、実高も推定 20 万石程度まで減少した。 

財政が破綻状態となったのは、1750 年代の約６万両の手伝い普請と数年続い

た「宝五（宝暦５年）の大飢饉」に見舞われた時である。高利貸しにも頼る状

況だった。結果、借金総額は 20 万両（現在の価値で２百億円）超となり、幕府

に領土返上を申し出る寸前までに至った。そのような最悪期の 1767 年、17 才で

米沢藩主となったのが九州の小藩・高鍋藩よりの養子・上杉鷹山公である。 



 

２． 上杉鷹山公の藩政改革 

藩政改革は次の３期にわたる。 

 

第１期（1767～82 年）竹俣当綱執行時代 

 鷹山率先の大倹約で始まったが、大きな改革は「七家騒動（重臣の反乱）」後

の竹俣当綱による「漆・桑・楮百万本植立計画」と金主（大名貸し）への借金

負担軽減策であった。植立計画は滞り、第１期は竹俣の失脚で終わる。その後、

天明の大飢饉もあり、財政は再び悪化する。さらに、鷹山は隠居するが、後見

として藩政には引き続き関わった。 

 

第２期（1782～90 年）志賀祐親執行時代 

第１期の産業振興策は打ち切り大倹約策を採った。さらに、金主に借金の利

下げや返済繰延べを求めたが金主の離反を招き、結局行き詰まった。 

 

第３期（1791～鷹山死去 1822 年）莅戸善政らの執行時代 

 そこで、鷹山は広く改革案を募り、第１期で竹俣を支えた隠居中の莅戸善政

の復帰を求め、第３期の改革が始まる。莅戸は、第２期と同じ大倹約と借金返

済を継続し、かつ殖産興業をはかる改革計画を策定し、金主への説得で金策に

つとめた。１、２期に比べ、期初に凶作や普請手伝いの負担が小さかった幸運

もあり、改革は着実にすすんだ。農業人口の増加、用水確保に努め、実高も大

きく回復し、養蚕そして織物業が発展した。借金解消（永年賦古借以外）まで

16 年計画だったが、２倍を要し達成は鷹山が死去する 1822 年頃であった。 

  

家臣からの借上げ（実質減給）は、1721 年より碌の 1/4、50 年より 1/2、1821 

年に 1/4 に戻したが幕末まで続いた。 

 

３． 三大金主 

 多くの借金をほぼ返済した 1832 年においても、かつての無利息化や永年賦化

による借金軽減協力への見返りとして、金主に知行や扶持米・金銀を与えてい

たようだ。そうした領外金主は、75 人（うち江戸 35 人）の商人、豪農、寺院な

どにわたる。以下、主だった３人の金主を貢献した順に紹介するが、単なる金

貸しだけにとどまらない役割を果たしたことがわかる。 

 



（１）江戸・三谷三九郎家 

 江戸の豪商で、米沢藩はじめ会津藩、秋田藩など東北諸藩の特産物の江戸で

の独占販売を通じて大名貸しを行っていた。特に会津藩への貸付は 10 万両を超

えた。江戸幕府の寛政の改革（1789～93 年）には、10 人の幕府「勘定所御用達」

の頭取を務めた。 

 米沢藩とは 1721 年から漆蝋の販売を通じて取引が盛んになり、「宝五の大飢

饉」の頃には米沢藩の借金額は３万両を超るに至った。しかし米沢藩が漆蝋の

取引を他（野挽家）に変えたため、借金は残したまま融資は断絶した。 

 鷹山時代に入り、「漆・桑・楮百万本植立計画」に基づく財政再建計画を示し

た上での説得により、三谷家は同計画や高金利借金軽減のために計１万６千両

の融資に応じた。その後多くの他の金主も借金負担軽減要請に応じ、米沢藩は

財務面で一息つけた。 

謎は、この頃漆蝋は、良質で安価な西方の櫨（はぜ）蝋の進出で劣勢であっ

たのに、同じく漆蝋の盛んな会津藩とも強い関係にあった三谷家が米沢・会津

両藩を積極的に支援した真意である。 

第３期改革において、三谷家は米沢藩産織物類の江戸での販売にも関与した。 

 

（２）越後・渡辺家 

 渡辺家は、米沢から越後へ抜ける米沢街道沿いの現・関川村に邸（国指定重

要文化財）が現存する豪商・豪農（かつて武家）で、酒造業・廻船業が始まり

である。米沢藩との関係は 1720 年の御用金融通からが始まりで、渡辺家は周辺

商人などからも金を集め借金に応じた。渡辺家の大名貸しは、その後他藩にも

及んだが米沢藩が最大貸付先だった。 

 渡辺家の貸金が増えるのは、米沢藩が財政危機に至った 1750 年代の「宝五の

大飢饉」頃からで、その頃の手伝い普請への融資に応じた領外金主は渡辺家を

含む２人のみであった。 

 渡辺家には、1749 年から第２期改革初の 84 年まで毎年の米沢藩への貸付額と

元利返済額のデータが残っている。77 年の残高１万７千両弱と、それまでの返

済額の元本比率 61％を手掛かりに、貸付残高の趨勢を示したのが図１である。 



1777 年までの 28 年間の貸出利回り（複利）は年 9.5％である。次に示す米沢

藩よりの碌を加えれば利回りはさらに高い。 

 渡辺家は、1733 年より 25 扶持を得て藩士待遇となり、86 年には分家と合わ

せ知行計 650 石までになった（その時三谷家は７00 石）。竹俣時代には勘定頭同

席として藩政に貢献したが、竹俣の丁重な借金負担軽減要請には応じなかった

ようだ。理由は渡辺家以外からも募った資金だったからと思われる。だが第２

期改革での要請（永年賦化、大半の無利息化）には応じたが、それでも渡辺家

の利回りは 7.3％、仮に貸倒れになったとして 6.5％としっかり採算は取れてい

た。その時点で貸付金累計以上の元利返済金を回収していたからである。 

 渡辺家は、第３期改革でも勧農資金（後述）などで貢献した。 

 

（３）酒田・本間家 

 「本間様には及びもないが、せめてなりたや殿様に」と称された豪商・豪農

である。北前船交易などの商業から、金融（大名貸しなど）、田地経営へと業容

を拡大し財を成した。 

 米沢藩との金融取引は、本間家中興の祖・３代目光丘が家督を継いだ 1754 年

からである。光丘は、自費での酒田の砂防植林、地元・庄内藩への金融支援・

寄附・藩政参画など社会貢献にも熱心だった。それは米沢藩との関係でもうか

がえる。 



米沢藩との金融取引や交際費などは、本間家史料『大帳類聚抄』（大福帳を項

目別に整理）から分かる。図２は、1754 年から 1801 年までの年別金融取引合計

額の推移を示している。 

金融取引の大部分は、長くて１年程度の短期貸出で、米・青苧などの藩産物

を担保にしたものや支払約束手形の割引などである。貸倒れリスクが小さい取

引のはずだが、金利は当初の頃は年利 15～18％中心と、先にみた長期貸出中心

の渡辺家の利回り（9.5％）よりもかなり高い。本間家の大名への短期貸付は低

リスクで収益性の高い事業だったと言える。 

図より第１期改革終了の 1782 年までの取引は、比較的少額で断続的である。

返済も滞りがちで、72 年の期限１年の 900 両貸付の返済は、途中無利息を挟み

（竹俣の借金負担軽減策の頃）分割払いで 10 年を要した。その間新規貸付はな

く、本間家の厳しい貸付姿勢がうかがえる。 

その後の改革第２期、長期借入に対する負担軽減要請（1777 年）でほとんど

の金主が離反する中、長期貸付のなかった本間家は、金融取引をむしろ活発化

している。莅戸善政が第３期改革で再勤するのは 91 年１月だが、その前年の金

融取引額は１万７千両余に急増している。本間家は第２期改革の財政再悪化か

らの数年、米沢藩を資金繰り面で支えた唯一ないし数少ない大手金主だったと

思われる。 

1793 年、莅戸が財政再建計画を示した上で初めての長期借入 2500 両を要請し

たところ、本間光丘はそれに応じ、勧農資金融資を提案し支援した。これは、

米沢藩が本間家から４％の低利資金を借入れ、それを農民に８％で貸付け、そ

の利ザヤを米沢藩が再融資するものである。なお、その頃同様の提案を本間家



から受けた庄内藩は、他の提案である徳政（借金帳消し）を選択し、本間家は

大きな損失をこうむっている。 

第３期改革で本間家が長期貸付に応じたことで、三谷家や渡辺家らも復帰し、

鷹山は大いに喜んだとされる。 

その後本間家は、1790 年代の２度の幕府への手伝御用に対する計 8000 両の長

期貸付にも応じた。さらに、94 年からは毎年備籾代を献納することとなり、96

年には７年分 500 両を前納している。1803 年には、常平倉（穀物貯蔵）設立に

尽力し、提供金の利子 2000 両を献納している。 

第３期でようやく成功に至った米沢藩の藩政改革だが、このように本間家に

よる第２期からの金融支援や奉仕によるところが大きい。 

 

2022 年に上杉鷹山公没後 200 年を迎えるにあたり、鷹山公研究の多様な進展

に資せれば幸いである。 

 

 

なお、この研究には湘南科学史懇話会代表・猪野修治氏から同会で 2017 年 11

月に講演する機会をいただいたことで本格的に取り組んだ。感謝申しあげます。 

  

本文も含め、この研究シリーズに誤りやご意見などあれば、下掲メールアド

レスあてにお寄せいただければ幸いです。 
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